
野田・福島に残る天神縁起絵巻野田・福島に残る天神縁起絵巻
～かつて鹿飢島と呼ばれた島～

かつてこの辺りは鹿飢島（餓鬼島）と呼ばれていましたが、九州太宰府に左遷させられる菅原道真公が、当地の住民に慰めら
れ、そのさいに福島へと改名しました。源平合戦のさいは、源義経と梶原景時が軍議を行って逆櫓論争を起こし、戦国時代に
は本願寺と信長の主戦場となりました。いくつもの人間の争いやドラマが引き起こされた土地ですが、その一方で、ここは美
しい野田藤が咲き誇る花の名所でもありました。ものいわぬ野田藤が眺め続けてきた、野田福島絵巻を覗いてみましょう。

大阪は‘まち’がほんまにおもしろい

【注意事項】この地図は「大阪あそ歩」のまち歩きの資料として作成されました。まち歩きには、歩きやすい服装と靴を着用してください。車などによく注意し、各自で責任をもって行動してください。また、住宅地では住民のプライバシーに十分配慮して歩きましょう。
【お問い合わせ】大阪コミュニティ・ツーリズム推進連絡協議会「大阪あそ歩」事務局　電話06-6282-5930 （財団法人大阪観光コンベンション協会内）　「大阪あそ歩」の詳しいプログラムはホームページをご覧ください。　http://www.osaka-asobo.jp　または  大阪あそ歩  でネット検索を。

○R

大阪あそ歩のコースは約2~3km、2~3

時間程度を基準として作成されています。

① 野田城跡伝承地
享録4年（1531）頃、三好元長と細川晴元が対立し、三好方の浦
上掃部の軍勢が野田・福島に陣取ったさいに砦を築いたのが城
の起源とされています。元亀元年（1570）に三好三人衆と織田
信長が対立すると、打倒信長をめざす石山本願寺が呼応して三
好勢と籠城。石山合戦がはじまって、天正4年（1576）に明智光
秀・荒木村重の猛攻で落城しました。現在、野田城の遺構は全く
残っていませんが「城之内」「弓場」という地名が明治はじめまで
残されていたことから、玉川付近にあったと推察されています。

② 極楽寺
真宗大谷派（東本願寺）の野田御坊です。天文2年
（1533）、本願寺第10世証如上人が布教活動中、六角
定頼と法華宗徒に襲撃されました。この時、野田福島の
一向宗門徒の百姓たちが、命がけで証如上人を守って紀
州へ逃がしましたが、21人が殉教死しました。その菩提
を敬うため、門徒宗の墓所に建てられたのが極楽寺で
す。江戸初期には、大阪・南御堂（難波別院）の掛所とな
り、その後、野田御坊として今日に至っています。

③ 恵美須神社
社伝によれば永久元年（1113）、当地開発のさいに恵比須神
を歓請したのが起源とされます。神社に保存されている建石
には「永久三乙未年三月」と刻まれています。当時このあたり
は「難波八十島」と呼ばれ、漁業が盛んな地域でした。恵比須
神は古来から漁業の神として祀られており、当社も野田福島
の漁民の守り神として信仰されていたと考えられます。

④ 円満寺
天文2年（1533）、証如上人を守るために殉教死した21人
の門徒宗の菩提のために、久左衛門と申す者が証如上人よ
り教圓という名を授けられて、天文3年(1534年)に一宇の
坊舎を建立しました。これが居原山円満寺のはじまりです。
創建時は摂津国下仲嶋野田村惣道場と称していました。境
内には証如が与えた感謝の文書と供養碑があります。

⑤ 二十一人討死之碑
 　（玉川コミュニティセンター）
玉川地区には21人討死碑が4基あります。玉川コミュニティセンター内にある「21人
討死之碑」は昭和15年（1940）に西野田青年団が生涯橋のすぐ西側に建てたもので
す。下福島中学校のプール建設のため昭和52年（1977）に現在地へ移されました。

⑥ 野田の藤跡（春日神社）、のだふじ史料室
その昔、野田界隈は難波の西端で、砂州（野田州）が出来ていました。そこに洪水などで上
流から土砂とともに藤の木が流れ着いて根付いたものが野田藤です。当時は松の木など
に絡まって自生していて、起源は鎌倉初期（13世紀）といわれています。やがて「難波かた 
野田の細江を 見渡せば 藤波かかる 花のうきはし」（西園寺公経。鎌倉時代の公卿・歌人）、
「いにしえの ゆかりを今も 紫の ふじなみかかる 野田の玉川」（足利義詮。尊氏の嫡子。
1364年に住吉詣での途中に詠んだもの）といった和歌が詠まれて有名になり、豊臣秀吉
も千利休や曽呂利新左衛門をお供に藤見に訪れて茶会を開いたり、「吉野の桜、野田の藤、
高尾の紅葉」と詠われるほどの花の名所となりました。「摂津名所図会」「浪花百景」などに
も紹介され、1700 年代には、上方へ来た商人・武士は土産として野田藤を持ち帰り、宇和
島「天赦園」、福岡県「中山の大藤」などの名所が出来ました。のだふじ史料室は、のだふじ
の歴史的資料と藤の和歌を集めた史料室で、春日神社の隣にあります。ちなみに単に「藤」
と言えば「野田藤」のことを意味します。

⑦ 天神社
福島三天神のひとつで、福島天満
宮が上の天神というのに対して、
天神社は下の天神といわれていま
す。昌泰4年（901）に菅原道真が
九州・太宰府へ左遷させられたさ
い、当社に参拝して海路の平穏を
祈ったと伝えられています。当時、
この辺りが「鹿飢島（餓鬼島）」と呼
ばれていましたが、地元の人たち
に非常に親切にもてなされた菅原
道真は、好字の「福」をつけて「福
島」へと改めさせました。

⑧ 下福島公園（藤庵の庭）
かつての大日本紡績株式会社（現ユニチ
カ株式会社）の主力工場であった福島工
場跡地に、大阪厚生年金病院などと共に
建設されました。福島区内では福島公園
に次いで古い公園であり、面積は区内で
最大規模を誇っています。ここには文禄3
年（1594）、豊臣秀吉が藤を鑑賞して、茶
会を開いたといわれている藤庵の庭が復
元されています。このとき、秀吉が休息し
た茶店「藤亭」で彫らせた額「藤庵」は、野
田藤を守ってきた地元の庄屋・藤家に、今
も伝わっています。

⑨ 逆櫓の松跡
元暦2年（1185）、源頼朝から平家追討の命を受けた源義経は、摂津国の
港・渡辺津に軍を集めました。「平家物語」によれば、源義経と梶原景時が軍
議を行い、景時は「船先にも櫓をつけて転回出来るようにしたい」と進言し
ますが、義経は「最初から逃げることを考えるのは臆病者のやることだ」と
一蹴。景時は「進むだけで退くことを知らない猪武者め」と反論して逆櫓論
争を起こしました。そのうち暴風雨のために景時は出陣を見合わせようと
しますが、義経はわずか5艘150騎で出航して、通常3日の航路を6時間ほ
どで到着し、平家が居た屋島を急襲して劇的勝利を治めました。その後、景
時の本隊140余艘が到着しますが、景時は「6日の菖蒲」（5月5日の端午の
節句に間に合わない菖蒲）と嘲笑されました。この軍議場所は、幹の形が蛇
のような樹齢千年を超える松が生えていたので、逆櫓の松と呼ばれ、石碑
はその老松の跡地です。

⑩ 福島天満宮
元は福島三天神の上の天神と
称された天満宮上之社で、2
次大戦後、戦災に遭った天満
宮中之社（中の天神）を合祀し
て福島天満宮と改称しまし
た。そのため、中の天神跡地
（堂島大橋北詰・厚生年金病院
正門南側）は、福島天満宮の行
宮として飛地境内地となって
います。昌泰4年（901）に菅
原道真が九州大宰府へ左遷さ
せられたときに、当地の里人・
徳次郎に旅情を慰められたこ
とをいたく喜び、後年、菅原道
真が大宰府で失意のうちに死
亡したのを聞いた里人らが、
小祠を建てたのが起源とされ
ています。

⑪ 福沢諭吉誕生地
福 沢 諭 吉 は 天 保 5 年
（1835）、堂島浜にあった中
津藩蔵屋敷で、下級藩士の
福澤百助・於順の次男（末っ
子）として生まれました。諭
吉という名は、父・百助が「上
諭条例」（清の乾隆帝治世下
の法令を記録した書）を手
に入れた夜に生まれたこと
に因みます。百助は大坂商
人を相手に藩の借財を扱う
職で、儒教に通じた学者でし
たが、身分が低いため名を
なすことができず、諭吉が1
歳6ヶ月のときに世を去り
ました。その後、母と一緒に
中津に戻って勉学に励み、
安政元年（1854）に長崎へ
遊学して蘭学を学び、安政2
年（1855）には大坂・船場
の適塾に入門。2年後には
塾頭を勤めるまでになりま
した。のちに藩の招きで江
戸に上って蘭学塾を開き、
万延元年（1860）には咸臨
丸の艦長・木村摂津守の従
者として渡米。欧米諸国を
積極的に歴訪し、「西洋事
情」「学問のすゝめ」などを著
述しました。また慶応4年
（1868）には蘭学塾を芝新
銭座に移転し、年号をとって
「慶應義塾」と改名して、これ
が慶應義塾大学の前身で
す。明治維新後は洋学の普
及を主唱しながら、明治13
年（1880）には専修学校
（現・専修大学）の創設に協
力、明治15年（1882）には
日刊新聞「時事新報」を創刊
したりと、教育者・啓蒙家と
して 活 動 。明 治 3 4 年
（1901）に脳出血で死去し
ました。

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

▲▲

⑥①

②

③

④

⑤

⑧

⑦

⑨

⑪

⑩


